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VMware ESXiのソフトウェア要件
ソフトウェア要件には、互換性のある Cisco HyperFlex Systems（HX）コンポーネントおよび
VMware vSphereコンポーネントのバージョンを使用していることを確認するための検証が含
まれています。
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HyperFlexソフトウェアのバージョン

Cisco HX Data Platformインストーラ、Cisco HX Data Platform、および Cisco UCSファームウェ
アといった HXのコンポーネントは、さまざまなサーバにインストールされます。HX Storage
Clusterとともに（またはその内部で）使用される各サーバの各コンポーネントに互換性がある
ことを確認します。

•事前設定されたHXサーバと、インストールされているCisco UCSサーバファームウェア
のバージョンが同じであることを確認します。Cisco UCSファブリックインターコネクト
（FI）のファームウェアバージョンが異なる場合は、ファームウェアのバージョンを調整
する手順について、『Cisco HyperFlex Systems Upgrade Guide』を参照してください。

• M4:新しいハイブリッドまたはオールフラッシュ (Cisco HyperFlex HX240cM4または
HX220c M4)の導入の場合は、 Cisco UCS Manager 3.1(3j)以降がインストールされて
いることを確認してください。

• M5:新しいハイブリッドまたはすべてのフラッシュ（Cisco HyperFlex HX240c M5ま
たは HX220c M5）を展開する場合は、Cisco UCS Manager 4.0(1a)またはそれ以降がイ
ンストールされていることを確認してください。

• SEDベース HyperFlexシステムについては、A（インフラストラクチャ）および C（ラッ
クサーバ）バンドルが、M4 SEDシステムに対して Cisco UCS Managerバージョン 3.1(3h)
またはそれ以降であることが必要です。すべてのバンドルがM5SEDシステムに対して、
Cisco UCS Managerバージョン 4.0(1a)以上であることを確認します。

• HXサーバを再インストールするには、サポートされている互換性のあるソフトウェアの
バージョンをダウンロードします。要件と手順については『Cisco HyperFlex Systemsイン
ストールガイド（VMware ESXi向け）』を参照してください。

HyperFlexのライセンス

バージョン 2.6(1a)の時点で、HyperFlexではVMware PACのライセンスがサポートされていま
す。既存 VMware組み込みライセンスは常にサポートされます。

バージョン 2.5(1a)の時点で、HyperFlexではスマートライセンスメカニズムを使用してライ
センスを適用するようになっています。詳細および手順については、『CiscoHyperFlex Systems
インストールガイド（VMware ESXi向け）』を参照してください。

サポートされる VMware vSphereのバージョンとエディション

各 HyperFlexリリースは、特定バージョンの vSphere、VMware vCenter、VMware ESXiとの互
換性があります。

•すべての HXサーバに、互換性のある vSphereのバージョンがプレインストールされてい
ることを確認します。

• vCenterのバージョンがESXiのバージョンと同じ、またはそれ以降であることを確認しま
す。
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-data-platform-software/products-installation-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-data-platform-software/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-data-platform-software/products-installation-and-configuration-guides-list.html


• VMware Product Interoperability Matrixを参照して、vCenterと ESXiのバージョンに互換性
があることを確認してください。次の表で ESXiと vCenterの両方がサポートされている
限り、新しいバージョンの vCenterを古いバージョンの ESXiとともに使用することがで
きます。

•ルートレベルの権限および関連パスワードが付与された vCenter管理者アカウントがある
ことを確認します。

VMware vSphereライセンスの要件

vSphereライセンスを HyperFlexシステムに適用する方法は、そのライセンスの購入方法に応
じて変わります。

• vSphereライセンスを HyperFlex とともに購入した場合

各 HyperFlexサーバはいずれも、出荷時に Enterpriseまたは Enterprise Plusエディションが
プレインストールされています。

• HXノードには、プレインストールOEMライセンスがありま
す。HXサーバを受け取った後、ブートドライバのコンテン
ツを削除または上書きすると、プレインストールされたライ

センスも削除されます。

• OEMライセンスキーは、新しい VMware vCenter 6.0 U1b機
能です。以前のバージョンは OEMライセンスをサポートし
ていません。

•プレインストールされた HXノードはすべて同じ OEMライ
センスキーを共有します。vSphereOEMキーを使用すると、
「Usage」の数が「Capacity」の値を超えることがあります。

• [Assign license]セクションの [Add Host]ウィザードで vCenter
に HXホストを追加する場合は、[OEM license]を選択してく
ださい。

実際の vSphere OEMライセンスキーは難読化されています
（例：0N085-XXXXX-XXXXX-XXXXX-10LHH）。

• Standard、Essentials Plus、ROBOエディションは、HXサーバ
にプレインストールされていません。

（注）

• vSphereライセンスを HyperFlexとともに購入していない場合

HXノードには、vSphereの基本ライセンスがプレインストールされています。初期設定
後、ライセンスはサポートされている vSphereのバージョンに適用されます。

• vSphere PACライセンスを とともに購入した場合
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VMwareからのPACライセンスレターの指示に従ってライセンスをMY VMwareアカウン
トに追加し、次に指示に従って HXホストを vCenterに追加して PACライセンスを割り当
てます。

必要なハードウェアケーブル
• 6200シリーズFIを使用する場合、サーバごとに最低2つの10GbSmall Form-Factor Pluggable
（SFP）を使用します。6300シリーズFIを使用する場合、サーバごとに最低2つの40-GbE
QSFPを使用します。

•一端に RJ-45コネクタがあり、他端に DB9コネクタがあるファブリックインターコネク
トコンソールケーブル（CAB-CONSOLE-RJ45）。このケーブルは、ラップトップのRS-232
コンソール接続に接続するのに使用します。

•標準の電源コードには、電源モジュールとの接続側に IEC C13コネクタが付いているこ
と。オプションのジャンパ電源コードには、電源モジュールとの接続側に IECC13コネク
タ、IEC C13コンセントとの接続側に IEC C14コネクタが付いていること。

詳細については、『Cisco UCS 6200 Series Fabric Interconnect Hardware Guide』を確認して
ください。

• KVMケーブルを使用すると、システムに Cisco HXシリーズサーバの接続が可能になり
ます。このケーブルには、DB9シリアルコネクタ、モニタ用のVGAコネクタ、キーボー
ドおよびマウス用のデュアル USB 2.0ポートが付いています。このケーブルを使用する
と、システムで稼働するオペレーティングシステムや BIOSに直接接続できます。

この同じKVMケーブルは、UCSラックマウントとブレードサー
バの両方に使用されます。

（注）

M4またはM5サーバのケーブルと注文情報に関する詳細は、それぞれ Cisco HyperFlex HXシ
リーズモデル と Cisco UCS B200ブレードサーバのインストールおよびサービスノートを参
照してください。

ホスト要件
Cisco HyperFlexクラスタには、少なくとも 3つのコンバージドHyperFlexノードが含まれてい
ます。コンピューティング能力を高めるには、別途ストレージを用意しなくても、コンピュー

ティング専用ノードを追加するというオプションがあります。HyperFlexクラスタ内の各サー
バは、HyperFlexノードと呼ばれます。ストレージクラスタを導入する前に、それぞれのノー
ドに次の設定がインストールおよび設定されていることを確認してください。

詳細については、『Cisco HX240c/220c HyperFlex Node Installation Guides』を参照してくださ
い。
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/6200-install-guide/6200_HIG.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-series/tsd-products-support-install-and-upgrade.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-series/tsd-products-support-install-and-upgrade.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-b-series-blade-servers/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-series/products-installation-guides-list.html


次のホスト要件を満たしていることを確認してください。

•クラスタのすべてのサーバ（ノードまたはホスト）に同じVLANIDを使用していること。

•ストレージクラスタ全体ですべてのESXiサーバに同じ管理者用ログインクレデンシャル
を使用していること。

• SSHをすべての ESXiホストで有効にしていること。

•すべてのサーバに DNSと NTPを設定していること。

• VMware vSphereをインストールおよび設定していること。

•コンバージドノードまたはコンピューティング専用ノードに対して 1つの VICのみ使用
していること。追加の VICまたは PCIe NICはサポートされていません。

ディスクの要件
ディスクの要件は、コンバージドノードとコンピューティング専用ノード間で異なります。使

用可能な CPUおよびメモリ容量を拡大するには、必要に応じてコンピューティング専用ノー
ドを使用して既存のクラスタを拡張します。これらのコンピューティング専用ノードを使用す

ると、ストレージのパフォーマンスを向上させたり、ストレージ容量を拡大したりすることが

できます。

あるいはコンバージドノードを追加することで、CPUおよびメモリリソースを拡大するとと
もに、ストレージのパフォーマンスを向上させ、ストレージ容量を拡大できます。

ソリッドステートディスク（SSD）のみが搭載されたサーバは、オールフラッシュサーバで
す。SSDとハードディスクドライブ（HDD）の両方が搭載されたサーバは、ハイブリッド
サーバです。

以下は、HyperFlexクラスタ内のすべてのディスクに適用されます。

•ストレージクラスタ内のすべてのディスクには、同量のストレージ容量が必要です。スト
レージクラスタ内のすべてのノードには、同数のディスクが必要です。

•すべての SSDは TRIMをサポートする必要があり、TRIMが有効になっている必要があり
ます。

•すべてのHDDは、SATAまたは SASタイプのいずれかです。ストレージクラスタ内のす
べての SASディスクは、パススルーモードにする必要があります。

•ディスクパーティションは、SSDおよび HDDから削除する必要があります。パーティ
ションが設定されたディスクは無視され、HXストレージクラスタに追加されません。

•オプションで、ディスク上の既存のデータを削除またはバックアップできます。提供され
たディスク上の既存のデータはすべて上書きされます。
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新規のファクトリサーバは適切なディスクパーティションの設

定で出荷されます。新規のファクトリサーバからディスクパー

ティションを削除しないでください。

（注）

•シスコから直接購入されたディスクのみがサポートされます。

•自己暗号化ドライブ（SED）が搭載されたサーバでは、キャッシュドライブと永続スト
レージ（キャパシティ）ドライブの両方が SEDに対応している必要があります。これら
のサーバは、保管中データの暗号化（DARE）をサポートします。

コンバージドノード

次の表に示すディスクに加えて、すべてのM4コンバージドノードは、ESXがインストール
されたミラー設定で 2枚の 64 GB SD FlexFlashカードを備えています。すべてのM5コンバー
ジドノードには、ESXi搭載のM.2 SATA SSDが内蔵されています。

サーバ上またはストレージクラスタ全体でストレージディスクのタイプやサイズを混在させ

ないでください。ストレージディスクタイプの混在はサポートされません。

•キャッシュまたは永続ディスクを交換する際は、元のディスクと同じタイプとサイズを常
に使用します。

•永続ドライブを混在させないでください。1つのサーバでは、すべて HDDまたはすべて
SSDとし、ドライブのサイズを統一してください。

•ハイブリッドドライブタイプとオールフラッシュキャッシュドライブタイプを混在させ
ないでください。ハイブリッドサーバではハイブリッドキャッシュデバイスを使用し、

オールフラッシュサーバではオールフラッシュキャッシュデバイスを使用してください。

•暗号化されたドライブタイプと暗号化されていないドライブタイプを混在させないでく
ださい。SEDハイブリッドドライブまたは SEDオールフラッシュドライブを使用してく
ださい。SEDサーバでは、キャッシュドライブと永続ドライブの両方を SEDタイプにす
る必要があります。

•すべてのノードで同じサイズと同じ数量の SSDを使用する必要があります。異なる SSD
タイプを混在させることはできません。

（注）

次の表に、HXサーバタイプごとの互換性のあるドライブを示します。ドライブは、指示がな
い限り、サーバの前面スロットに取り付けられます。複数のドライブが示されている場合、そ

れらはオプションです。1つのドライブサイズをサーバあたりのキャパシティとして使用して
ください。ドライブの最小数と最大数は、コンポーネントごとに記載されています。

HX240 M5サーバ
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オールフラッシュ
SED

ハイブリッド
SED

すべてフラッ

シュ

ハイブリッド数量コンポーネン

ト

240 GB SSD240 GB SSD240 GB SSD240 GB SSD1ハウスキーピ

ング SSD

800 GB SSD1.6 TB SSD1.6 TB NVMe

400 GB SSD

1.6 TB SSD1

（背

面）

キャッシュ
SSD

800 GB SSD

960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD

1.8 TB HDD
6～ 23永続

HX240 M5 LFFサーバのディスク要件については、LFFコンバージドノードのディスク要件
ハードウェアおよびソフトウェアの要件（9ページ）を参照してください。

（注）

HX240 M4サーバ

オールフラッ

シュ SED
ハイブリッド
SED

すべてフラッ

シュ

ハイブリッド数量コンポーネン

ト

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

1ハウスキーピ

ング SSD

1.6 TB NVMe

800 GB SSD

1.6 TB SSD1.6 TB NVMe

400 GB SSD

1.6 TB SSD1キャッシュ
SSD

800 GB SSD

960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD

1.8 TB HDD
6～ 23永続

HX220 M5サーバ

オールフラッ

シュ SED
ハイブリッドSEDすべてフラッ

シュ

ハイブリッド数量コンポーネ

ント

240 GB SSD240 GB SSD240 GB SSD240 GB SSD1ハウスキー

ピング SSD

800 GB SSD800 GB SSD1.6 TB NVMe

400 GB SSD

480 GB SSD

800 GB SSD

1キャッシュ
SSD
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オールフラッ

シュ SED
ハイブリッドSEDすべてフラッ

シュ

ハイブリッド数量コンポーネ

ント

800 GB SSD

960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD

1.8 TB HDD
6～ 8永続

HX 220 M4サーバ

オールフラッシュ
SED

ハイブリッド
SED

すべてフラッ

シュ

ハイブリッド数量コンポーネ

ント

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

1ハウスキー

ピング SSD

800 GB SSD800 GB SSD400 GB SSD480 GB SSD1キャッシュ
SSD

800 GB SSD

960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD

1.8 TB HDD

6永続

エッジクラスタ用 HX220 M5サーバ

オールフラッ

シュ SED
ハイブリッドSEDすべてフラッ

シュ

ハイブリッド数量コンポーネ

ント

240 GB SSD240 GB SSD240 GB SSD240 GB SSD1ハウスキー

ピング SSD

800 GB SSD800 GB SSD1.6 TB NVMe

400 GB SSD

480 GB SSD

800 GB SSD

1キャッシュ
SSD

800 GB SSD

960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD3～ 8永続

エッジクラスタ用 HX 220 M4サーバ

オールフラッシュ
SED

ハイブリッド
SED

すべてフラッ

シュ

ハイブリッド数量コンポーネ

ント

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

120 GB SSD

240 GB SSD

1ハウスキー

ピング SSD

800 GB SSD800 GB SSD400 GB SSD480 GB SSD1キャッシュ
SSD
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オールフラッシュ
SED

ハイブリッド
SED

すべてフラッ

シュ

ハイブリッド数量コンポーネ

ント

800 GB SSD

960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD960 GB SSD

3.8 TB SSD

1.2 TB HDD3～ 6永続

LFFコンバージドノードのディスク要件

次の表に、サポートされている HX240 M5サーバ大型フォームファクタ（LFF）コンバージド
ノードの構成を示します。

表 1 : HX240 M5サーバ大型フォームファクタ（LFF）の構成

数量部品番号説明

最小 128 MBHX MR X16G1RS H

HX MR X32G2RS H

HX-MR-X64G4RS-H

HX-MR-128G8RS-H

16 GB、32 GB、64 GB、または
128 GBの DDR4-2666-MHz

メモリ

2可変プロセッサの選択：HX 240 M5
でサポートされている Skylake
パーツ

プロセッサ

1HX-SAS-M5Cisco 12GbpsモジュラSASHBAドライブコント

ローラ

1HX-EV SD240G61X240 GB 2.5インチ Enterprise
Value 6G SATA SSD

SSD1（ブート
SSD）

HX-SD32T123X-EP3.2TB 2.5インチ Enterprise
Performance 12GSASSSD（3X）

SSD2（キャッ
シュ/WL）

6～ 12HX-HD6T7KL4KNまた
は

HX-HD8T7KL4KN

6TB 12G SAS 7.2K RPM LFF
HDD（4K）または8TB12GSAS
7.2K RPM LFF HDD（4K）

HDD（容量/デー
タ）

1HX MLOM C40Q 03Cisco VIC 1387デュアルポート
40 GB QSFP CNA MLOM

ネットワーク

1HX-M2 ~ 240 GB240 GB SATA M.2ブートデバイス

1HXDP-001-xYRCisco HX Data Platform 1、2、
3、4または 5年ソフトウェア
サブスクリプション

ソフトウェア
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数量部品番号説明

2出荷時にインストール済み：
VMware vSphere6 Enterprise Plus/
標準ソフトウェアライセンスお

よびサブスクリプション

オプションの

VMwareライセン
ス

2G FIおよび 3G FIFIのサポート

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

ハードウェア

•構成可能なメモリ

•構成可能な CPU

• HDDストレージ数量

ソフトウェア

•ストレージコントローラ

• 72 GB RAMを予約

• 8 vCPU、10.800 GHz CPUを予約

• VAAI VIB

• IO Visor VIB

コンピューティング専用ノード

次の表に、コンピューティング専用機能に対しサポートされているコンピューティング専用

ノードの設定を示します。コンピューティング専用ノードのストレージは、ストレージクラス

タのキャッシュまたは容量に含まれていません。

HyperFlexクラスタにコンピューティングノードが追加されると、そのノードは、コンピュー
ティング専用のサービスプロファイルテンプレートによって SDカードから起動できるよう
に自動設定されます。別の形式のブートメディアを使用する場合は、ローカルのディスク設定

ポリシーを更新してください。サーバ関連のポリシーについては、『CiscoUCSManager Server
Management Guide』を参照してください。

（注）
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ESXiのブートでサポートされている方法サポートされるコンピューティング専用

ノードサーバ

方法を選択します。

ESXiインストールの際は、ブートメ
ディアの形式が1つだけサーバに通知さ
れるようにしてください。ローカルまた

はリモートのディスクの追加は、インス

トール後に実行できます。

USBブートは HXコンピューティング
専用のノードに対してサポートされてい

ません。

重要

• ESXiがインストールされているミラー設定
での SDカード。

•ローカルドライブの HDDまたは SSD。

• SANブート。

• M.2 SATA SSDドライブ。

• Cisco B200 M3/M4/M5

• B260 M4

• B420 M4

• B460 M4

• C240 M3/M4/M5

• C220 M3/M4/M5

• C460 M4

• C480 M5

• B480 M5

ブラウザの推奨事項
リストされている HyperFlexコンポーネントを実行するには、次のいずれかのブラウザを使用
します。これらのブラウザはテストおよび承認済みです。他のブラウザでも動作する可能性は

ありますが、すべての機能をテストし、確認しているわけではありません。

表 2 :対応ブラウザ

HX ConnectHX Data Platformインス
トーラ

Cisco UCS Managerブラウザ

11以上サポート対象外9以上Microsoft Internet
Explorer

54以上52以上14以上Google Chrome

52以上54以上7以上Mozilla Firefox

注

• Cisco HyperFlex Connect

推奨される最小解像度は 1024 x 768です。

• Cisco HX Data Platform Plug-in

インストールの前提条件
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Cisco HXData Platform Plug-inは、vSphereで実行されます。VMware Host Clientシステムの
ブラウザ要件については、https://www.vmware.com/support/pubs/にある VMwareのマニュ
アルを参照してください。

• Cisco UCS Manager

ブラウザで次のものがサポートされている必要があります。

• Java Runtime Environment 1.6以降。

•一部の機能には、Adobe Flash Player 10以降が必要です。

Cisco UCS Managerに関するブラウザの最新情報については、最新の『Cisco UCS Manager
スタートアップガイド』を参照してください。

ポート要件
ネットワークがファイアウォールの背後にある場合、標準的なポート要件の他に、VMwareで
は VMware ESXiと VMware vCenter用のポートが推奨されています。

• CIP-Mはクラスタ管理 IP用です。

• SCVMはコントローラ VMの管理 IPです。

• ESXiはハイパーバイザの管理 IPです。

次のファイアウォールポートが開いていることを確認します。

タイムサーバ

基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

双方向タイムサーバ各 ESXiノード

各 SVCMノード

UCSM

HX Data Platform
インストーラ

NTP/UDP123

インストールの前提条件
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ポート要件

https://www.vmware.com/support/pubs/
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Getting-Started/3-1/b_UCSM_Getting_Started_Guide_3_1/b_UCSM_Initial_Configuration_Guide_3_0_chapter_010.html#concept_E870B2833AFC474889AF752732B0F6C1
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Getting-Started/3-1/b_UCSM_Getting_Started_Guide_3_1/b_UCSM_Initial_Configuration_Guide_3_0_chapter_010.html#concept_E870B2833AFC474889AF752732B0F6C1


HX Data Platformインストーラ

基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

SSH/TCP22

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

UCSM管理アドレ
ス

UCSM

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

HTTP/TCP80

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

UCSM管理アドレ
ス

UCSM

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

HTTPS/TCP443

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

UCSM管理アドレ
ス

UCSM

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

vSphere SDK/TCP8089

vCenterHX Data Platform
インストーラ

Heartbeat/UDP/TCP902

管理アドレスESXi IPs

CVM IPs

HX Data Platform
インストーラ

ICMP7444

クラスタ管理CIP-MHX Data Platform
インストーラ

UDP/TCP9333

メールサーバ

クラスタイベントへの電子メールサブスクリプションではオプションです。

インストールの前提条件
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基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

任意メールサーバ各 SVCMノード

CIP-M

UCSM

SMTP/TCP25

モニタリング

UCSインフラストラクチャをモニタリングするためのオプション。

基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

任意UCSMモニタリング

サーバ

SNMP Poll/UDP161

任意モニタリング

サーバ

UCSMSNMPトラッ
プ/UDP

162

DNSサーバ

基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

管理アドレスDNS各 ESXiノードDNS/TCP/UDP53（外部ルック
アップ）

管理アドレスDNS各 SVCMノード

クラスタ管理DNSCIP-M

DNSUCSM

vCenter

基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

双方向各 SCVMノード

CIP-M

vCenterHTTP/TCP80

双方向各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIP-M

vCenterHTTPS (プラグイ
ン)/TCP

443

インストールの前提条件
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基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

双方向各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIP-M

vCenterHTTPS (VC
SSO)/TCP

7444

双方向各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIP-M

vCenterHTTPS (プラグイ
ン)/TCP

9443

各 ESXiノードvCenterCIMサーバ/TCP5989

このポートは、各

ホストからアクセ

ス可能である必要

があります。この

ポートがHXイン
ストーラから

ESXiホストに開
かれていない場

合、インストール

はエラーになりま

す。

HX Data Platform
インストーラ

ESXiサーバ

vCenterHeartbeat/TCP/UDP902

ユーザ

基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

管理アドレス各 ESXiノードユーザSSH/TCP22

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

HX Data Platform
インストーラ

UCSM管理アドレ
ス

UCSM

vCenter

SSO Server

インストールの前提条件
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基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

管理アドレス各 SVCMノードユーザHTTP/TCP80

クラスタ管理CIP-M

UCSM

HX Data Platform
インストーラ

vCenter

各 SVCMノードユーザHTTPS/TCP443

CIP-M

UCSM管理アドレ
ス

UCSM

HX Data Platform
インストーラ

vCenter

vCenter

SSO Server
ユーザHTTPS (SSO)/TCP7444

vCenterユーザHTTPS (プラグイ
ン)/TCP

9443

UCSM管理アドレ
ス

UCSMユーザvirtual keyboard/ビ
デオ/マウス
(vKVM)/TCP

2068

SSO Server

基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

双方向各 ESXiノード

各 SCVMノード

CIP-M

SSO ServerHTTPS (SSO)/TCP7444

ストレッチウィットネス

HyperFlexストレッチクラスタを展開する場合にのみ必要です。

インストールの前提条件
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基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

双方向,管理アド
レス

各 CVMノードウィットネスウィットネス

ノード/TCP
2181

2888

3888

双方向,管理アド
レス

各 CVMノードウィットネスウィットネス

ノード/TCP
8180

潜在的な将来の必

要条件

各 CVMノードウィットネスHTTP/TCP80

潜在的な将来の必

要条件

各 CVMノードウィットネスHTTPS/TCP443

Replication

ネイティブ HX非同期クラスタからクラスタへの複製を構成する場合にのみ必要です。

基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードデータサービス

マネージャピ

ア/TCP

9338

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードデータサービス

マネージャ/TCP
9339

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードCVM/TCPの複製3049

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードクラスタマッ

プ/TCP
4049

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードNR NFS/TCP4059

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノード複製サービス9098

インストールの前提条件
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基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードコーディネーショ

ン用 NRマス
ター/TCP

8889

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードハイパーバイザ

サービス/TCP
9350

双方向,クラスタ
管理 IPアドレス
を含める

各 CVMノード各 CVMノードHTTPS/TCP443

SEDクラスタ

基本情報ポート宛先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

ポリシーの設定UCSM（ファブ
リックA、ファブ
リック B、VIP）

各 SCVM管理 IP
（クラスタ管理

IPを含む）

HTTPS443

Key ExchangeKVMサーバCIMCTLS5696

標準構成がなく、別のポート設定が必要な場合は、環境のカスタマイズについて、表C-5ポー
トリテラル値を参照してください。

ヒント

インストールの前提条件
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/asa/asa82/configuration/guide/config/ref_ports.html#wp1007767
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/asa/asa82/configuration/guide/config/ref_ports.html#wp1007767


HyperFlex外部接続
基本情報IPアドレス/FQDN/ポー

ト/バージョン
説明外部接続

すべてのデバイスコネ

クタは
svc.ucs-connect.com

を適切に解決でき、か

つポート 443のアウト
バウンドで開始される

HTTPS接続が許可され
ている必要がありま

す。現在のHXインス
トーラでは、HTTPプ
ロキシの使用がサポー

トされています。

HTTPSポート番号：
443

1.0.5-2084以降（Cisco
Intersightによって自動
的にアップグレード）

サポートされるHXシ
ステムは、各システム

の管理コントローラに

組み込まれているデバ

イスコネクタを介して

Cisco Intersightに接続
されます。

Intersightデバイスコ
ネクタ

Auto Supportは、ノー
ドのドライブ障害など

のハードウェア問題が

発生した際の診断に役

立つハードウェアカウ

ンタの履歴を提供する

ため、有効にすること

を強く推奨します。

SMTPポート番号：25Auto Support（ASUP）
は、HX Data Platform
を通じて提供されるア

ラート通知サービスで

す。

Auto Support

インストールの前提条件
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基本情報IPアドレス/FQDN/ポー
ト/バージョン

説明外部接続

インストール後のスク

リプトでは、ポート80
（HTTP）経由での
http://cs.co/hx-scriptsへ
の名前解決が必要で

す。

HTTPポート番号：80インストール後のタス

クを完了するために、

インストーラVMにイ
ンストール後スクリプ

トを実行できます。ス

クリプトは、すべての

ネットワークインター

フェイス（管理、

vMotion、およびスト
レージネットワーク）

に pingを実行して、
ファブリックが完全に

利用できることを確認

します。また、ノース

バウンドスイッチで

VLANのタギングが正
しいことと、ジャンボ

フレーム設定を検証し

ます。

インストール後のスク

リプト

ファブリックインターコネクトのアップリンクのプロビ

ジョニング
HyperFlexクラスタを設定する前に、ネットワークトラフィック管理を最適化するアップスト
リーム帯域幅容量を計画してください。これにより、コンポーネントで障害が発生したり、

ネットワークが部分的に停止したりした場合でも、トラフィックフローを安定した状態に維持

できます。

デフォルトでは、「hx-vm-network」vSwitchは [active/active] に設定されています。これ以外の
すべての vSwitchは、[active/standby] に設定されています。

インストールの前提条件
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図 1 :単一ホストの HyperFlex Data Platform接続

デフォルトの vSwitch NICチーミングポリシーとフェールオーバーポリシーを [yes] に設定し
ます。これにより、管理トラフィック、vMotionトラフィック、およびストレージトラフィッ
クのすべてが、ローカルでファブリックインターコネクトに転送されるようになり、フローを

安定した状態に維持できます。vNIC-aで障害が発生すると、ESXiがロードバランシングを計
算し、すべての仮想ポートを vNIC-bに再ピニングします。vNIC-aがオンライン状態に戻った
時点で、再びピニングが適用され、vNIC-aと vNIC-bの間で仮想ポートが元のように均等に分
配されます。これにより、Cisco UCSファブリックインターコネクトのアップストリームでの
遅延と帯域幅使用量が削減されます。

インストールの前提条件
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図 2 :安定した状態のトラフィックフロー

1つ以上のサーバリンクで障害が発生した場合（たとえばホスト 1がファブリックAへの接続
を失い、ホスト 2がファブリック Bへの接続を失った場合）は、トラフィックがアップスト
リームスイッチを通過する必要があります。したがって、アップリンクネットワーク帯域幅

の使用量が増加するため、アップリンクの追加が必要になります。

インストールの前提条件
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図 3 :リンク障害中のトラフィックフロー

1つのファブリックインターコネクトから 2つの異なるアップストリームスイッチへのアップ
リンクが存在する場合は、FIで分離レイヤ2（DJL2）と呼ばれる状態が発生します。DJL2は、
FIがエンドホストモードとなっているときに DJL2が適切に設定されていないと発生するこ
とが既知となっています。

DJL2を適切に導入するには、『CiscoUCS 6200 Series Fabric Interconnects—Deploy Layer 2Disjoint
Networks Upstream in End Host Mode』というホワイトペーパーを参照してください。

（注）

ネットワーク設定

ベストプラクティス

•ネットワークごとにそれぞれ個別のサブネットと VLANを使用します。

• 10 Gbpsのケーブルを使用して、各ホストを直接 Cisco UCSファブリックインターコネク
トに接続します。

•特にDisjoint Layer 2設定が使用されている場合は、ネットワークの問題を引き起こす可能
性があるため、デフォルト VLANである VLAN 1は使用しないでください。

•インストーラは、デフォルトで VLANを非ネイティブとして設定します。非ネイティブ
VLANに対応するようにアップストリームスイッチを設定してください。

インストールの前提条件
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http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/collateral/data-center-virtualization/unified-computing/white_paper_c11-692008.html


各 ESXiホストには、次のネットワークが必要です。

•管理トラフィックネットワーク：vCenterから、ハイパーバイザ（ESXiサーバ）の管理、
およびストレージクラスタの管理を処理します。

•データトラフィックネットワーク：ハイパーバイザとストレージのデータトラフィック
を処理します。

• vMotionネットワーク

• VMネットワーク

4つの vSwitchがあり、それぞれ異なるネットワークを伝送します。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理およびストレージコントローラ管理に使用されます。

• vswitch hx-storage-data：ESXiストレージデータ、および HX Data Platformの複製に使用
されます。

これら 2つの vSwitchは、さらに 2つのポートグループに分割され、ストレージクラスタ
とESXiホスト間のトラフィックを処理するための静的 IPアドレスが割り当てられます。

• vswitch hx-vmotion：VMおよびストレージ vMotionに使用されます。

この vSwitchには管理用に 1つのポートグループがあり、vCenterクラスタ内のすべての
ホストに接続する vSphereを介して定義されます。

• vswitch hx-vm-network：VMデータトラフィックに使用されます。

VLANを、CiscoUCSManagerの対応する vNICテンプレートに追加または削除できます。
手順の詳細については、「ManagingVLANs inCiscoUCSManager」および「Managing vNIC
templates in Cisco UCSManager」を参照してください。vSwitchでポートグループを作成す
るには、「Adding Virtual Port Groups to VMware Standard vSwitch」を参照してください。

1. Cisco HX Data Platformインストーラは、自動的に vSwitchを作成します。

2. HyperFlexストレージクラスタの作成後に、vSphereの次のサービスを有効にする必要があ
ります。

• DRS（オプション、ライセンス登録されている場合）

• vMotion

•ハイアベイラビリティ

（注）
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1_chapter_0110.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1_chapter_0111.html#d24564e315a1635
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1_chapter_0111.html#d24564e315a1635
http://pubs.vmware.com/vsphere-60/index.jsp?topic=%2Fcom.vmware.vsphere.networking.doc%2FGUID-004E2D69-1EE8-453E-A287-E9597A80C7DD.html


VLANおよび vSwitchの要件
少なくとも 3つの VLAN IDを提供します。すべての VLANがインストール時にファブリック
インターコネクトに設定されている必要があります。

説明VLANタイプ

次の各ネットワークにそれぞれ個別のサブネットと VLANを使用します。（注）

VLAN名：hx-inband-mgmt

VLAN ID

VLAN ESXiおよび HyperFlex管理トラフィッ
ク

VLAN名：hx-storage-data

VLAN ID

VLAN HyperFlexストレージトラフィック

VLAN名：hx-vmotion

VLAN ID

VLAN VM vMotion

ユーザ定義VLAN VMデータ

KVM IPプール

ホストごとに 1つの IPアドレス。

IPブロック

例：255.255.0.0サブネットマスク

例：10.193.0.1デフォルトゲートウェイ

外部スイッチ VLANタギング（EST）を使用する VLANタギングと vSwitchの設定は、UCS
Managerプロファイルを使用して適用されます。HX Data Platformインストーラにより、この
プロセスが簡単になります。

•特にDisjoint Layer 2設定が使用されている場合は、ネットワークの問題を引き起こす可能
性があるため、デフォルトVLANであるVLAN 1は使用しないでください。VLAN 1では
ない別の VLANを使用してください。

インストーラは、デフォルトで VLANを非ネイティブとして設定します。非ネイティブ
の VLANに対応するように、アップストリームスイッチを設定します。

（注）

Cisco UCSの要件
プロンプトが表示されたら、UCSファブリックインターコネクトおよび UCS Managerに関し
てリストされているコンテンツを提示します。
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Cisco UCSファブリックインターコネクトの要件

基本情報UI要素

スイッチタイプと接続タイプを指定します

（SFP + Twin Axまたは光）。
[Uplink Switch Model]

<IPアドレス>[Fabric Interconnect Cluster IP address]

<IPアドレス>[FI-A IP Address]

<IPアドレス>[FI-B IP Address]

00:00:00MACアドレスプールを確認します。[MAC Address Pool]

KVM IPプール。少なくとも 4つの IPアドレ
ス。

[IP Blocks]

たとえば、255.255.0.0と指定します。[Subnet mask]

たとえば、10.193.0.1と指定します。[Default Gateway]

Cisco UCS Managerの要件

基本情報UI要素

ホスト名または IPアドレス[UCS Manager Host Name]

<adminユーザ名>[User Name]

<adminユーザ名>[Password]

ハイパーバイザ要件
vCenter経由でストレージ管理ネットワークまたはストレージデータネットワーク上の ESXi
サーバに使用可能なアドレス範囲から IPアドレスを入力します。すべてのネットワークアド
レスに静的 IPアドレスを提供します。
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26

インストールの前提条件

ハイパーバイザ要件



•データネットワークと管理ネットワークは異なるサブネット上になければなりません。

• IPアドレスは、ストレージクラスタの作成後は変更できません。Cisco TACに連絡して、
サポートを受けてください。

•単独では必要ありませんが、DNS名を指定する場合は、IPアドレスの正逆方向の DNS
ルックアップを有効にします。

•インストーラの IPアドレスは、ハイパーバイザとストレージコントローラ VMで使用さ
れる管理サブネットから到達できる必要があります。インストーラアプライアンスは、

ESXiホスト上か、またはインストールされるクラスタの一部ではない VMwareワークス
テーション上で動作する必要があります。

（注）

データネットワークの IPアドレス管理ネットワークの IPアドレス

ストレージコントロー

ラ

ハイパーバイザストレージコントロー

ラ

ハイパーバイザ

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

VLAN_IDVLANタグVLAN_IDVLANタグ

サブネットマスクサブネットマスク

デフォルトゲートウェ

イ

デフォルトゲートウェ

イ

インストーラアプライアンスの IPアドレス

<IPアドレス><IPアドレス>

ストレージクラスタ要件
ストレージクラスタは、Cisco HX Data Platformのコンポーネントです。vSphere Webクライア
ントで単一のデータストアが容易にプロビジョニングされ、それによりストレージの複雑さを

軽減します。ストレージクラスタ内のすべてのサーバにおいて、データがディスク全体に配布

され、コントローラリソースの活用と高可用性を実現します。

ストレージクラスタは、関連する vCenterクラスタには依存しません。vCenterクラスタ内に
ある ESXiホストを使用して、ストレージクラスタを作成できます。
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ストレージクラスタを定義するには、次のパラメータを指定します。

説明フィールド

ストレージクラスタの名前を入力します。[Name]

これによって、各ESXiホストにストレージ管
理ネットワークへのアクセスが提供されます。

• IPアドレスは、ノードの管理 IPアドレス
と同じサブネット上にある必要がありま

す。

•クラスタ管理 IPが同じサブネット上の別
のクラスタと最後のオクテットを共有す

ることを許可しないでください。

•これらの IPアドレスは、4つの IPアドレ
スに加えて、シスコが [Hypervisor]セク
ションで各ノードに割り当てます。

[Management IP Address]

これによって、各 ESXiホストにストレージ
データネットワークおよびストレージコント

ローラ VMネットワークへのアクセスが提供
されます。

同じ IPアドレスをクラスタ内のすべてのESXi
ノードに適用する必要があります。

[Storage Cluster Data IP Address]
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説明フィールド

データレプリケーション係数により、ストレー

ジクラスタ全体のデータの冗長レプリカの数

が定義されます。

これは HX Data Platformのインストール時に
設定され、その後は変更できません。

[Data Replication Factor]を選択します。選択で
きる基準は、次のとおりです。

• [Data Replication Factor] 3：データの冗長
複製を 3つ保持します。この場合、スト
レージリソースの消費量は多くなります

が、ノード障害やディスク障害が同時に

発生した場合にデータを最大限に保護し

ます。

これは推奨オプションです。注目

• [Data Replication Factor] 2：データの冗長
複製を 2つ保持します。この場合、スト
レージリソースの消費量は少なくてすみ

ますが、ノード障害やディスク障害が同

時に発生した場合にデータ保護が低下し

ます。

ストレージクラスタ内のノードまたは

ディスクで障害が発生すると、クラスタ

の動作能力に影響が生じます。複数のノー

ドで障害が発生した場合や 1つのノード
と別のノードのディスクで障害が発生し

た場合は、同時障害と呼ばれます。

[Data Replication Factor]

vCenter設定の要件
vCenterに管理者レベルアカウントとパスワードを指定します。既存の vCenterサーバがある
ことを確認します。次の vSphereサービスが動作していることを確認します。

•ダイナミックリソーススケジューラ（DRS）を有効にします（オプション。ライセンス
供与時に有効）。

• vMotionを有効にします。

•高可用性（HA）（フェールオーバーキャパシティを定義し、データストアハートビート
を拡張するために必要）を有効にします。

インストールの前提条件

29

インストールの前提条件

vCenter設定の要件



•ユーザ VMは、バージョン 9以降である必要があります（ HX Data Platform、ネイティブ
スナップショット、および ReadyCloneを使用するために必要）。

説明フィールド

現在の vCenterサーバのWebアドレスを入力
します。

たとえば、http://<IPアドレス>とします。

[vCenter Server]

<adminユーザ名>を入力します。[User Name]

<adminパスワード>を入力します。[Password]

vCenterデータセンターに必要な名前を入力し
ます。

[Datacenter Name]

vCenterクラスタに必要な名前を入力します。
クラスタには、少なくとも 3つのESXiサーバ
が含まれている必要があります。

[Cluster Name]

システムサービス要件
CiscoHXData Platformをインストールする前に、次のネットワーク接続やサービスが動作して
いることを確認します。

• DNSサーバ

DNSサーバは、HXストレージクラスタの外部に存在する必要が
あります。

（注）

• NTPサーバ

インストールの前提条件
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• NTPサーバは、HXストレージクラスタの外部に存在する必
要があります。

•ストレージクラスタを設定する前に、NTPサーバが動作して
いて、信頼できる時間のソースを提供していることを手動で

確認します。

•コンバージドノード、コンピューティングノード双方のす
べてのノードとすべてのストレージコントローラVMに同じ
NTPサーバを使用します。

• NTPサーバは安定していて、（クラスタの有効期間に対し）
継続性があり、静的 IPアドレスから到達できる必要がありま
す。

（注）

• Time Zone

基本情報フィールド

<IPアドレス>

HyperFlex Data Platformのインストール中にホスト名を使用する場
合は、DNSサーバアドレスが必要になります。

（注） • DNSサーバがない場合は、HX Data Platformインス
トーラの [Cluster Configuration]ページの [System
Services]にホスト名を入力しないでください。IPアド
レスのみを使用します。

•複数のDNSサーバアドレスを入力するには、アドレ
スをカンマで区切ります。DNSサーバのアドレスが
正しく入力されていることを慎重に確認します。

[DNS Server(s)]
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基本情報フィールド

<IPアドレス>

NTPサーバは、以下の間のクロック同期に使用されます。

•ストレージコントローラ VM

• ESXiホスト

• vCenterサーバ

NTPサーバの静的 IPアドレスは、ストレージコントロー
ラVM、ESXiホスト、および vCenterサーバ間でクロック
同期を確保するために必要です。

重要

インストール時に、この情報はすべてのストレージコントローラ

VMおよび対応するホストに伝搬されます。サーバは、ストレージ
クラスタの起動時に自動的に同期されます。

[NTP Server(s)]

（信頼できる NTPサー
バが必要です）

<利用するタイムゾーン>

ストレージコントローラ VMのタイムゾーンを選択します。スケ
ジュールされたスナップショットをいつ取得するかを決定するため

に使用されます。

すべてのVMが同じタイムゾーンにある必要があります。（注）

[Time Zone]

コントローラ VM用 CPUリソース予約
ストレージコントローラVMからHyperFlexData Platformに重要な機能が提供されるため、HX
Data Platformインストーラはコントローラ VM用に CPUリソース予約を設定します。この予
約により、コントローラ VMでは最低限必要な CPUリソースが確保されます。これは、ESXi
ハイパーバイザホストの物理 CPUリソースがゲスト VMによって大量に消費されるような状
況で役立ちます。次の表に、ストレージコントローラ VM用 CPUリソース予約の詳細を示し
ます。

制限予約共有VM CPUの数

制限なし10,800 MHzLow8

コントローラ仮想マシン用メモリリソース予約
以下の表に、ストレージコントローラ VM用メモリリソース予約の詳細を示します。
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全ゲストメモリに対する予約ゲストメモリの量サーバモデル

○48 GBHX220c-M4/M5s

HXAF220C-M4/M5s

○72 GBHX240c-M4/M5SX

HXAF240C-M4/M5SX

○78 GBHX240C-M5L

• B200コンピューティング専用ブレードは軽量ストレージコントローラ VMを備えてお
り、この VMは 1つの vCPUと 512 MBのメモリ予約でのみ設定されています。

• C240ラックサーバは、2ラックユニット（2 RU）フォームファクタで卓越した拡張性と
パフォーマンスを発揮します。

• C220サーバは、1ラックユニット（1 RU）フォームファクタで拡張性を実現します。

自動サポート要件
自動サポート（ASUP）は、HXDataPlatformを通じて提供されるアラート通知サービスです。
自動サポートを有効にすると、HXDataPlatformから、通知の受信先として指定された電子メー
ルアドレスまたは電子メールエイリアスに通知が送信されます。

自動サポートを設定するには次の情報が必要です。

自動サポート

このボックスは、HXストレージクラスタの作成時にオンにします。[Enable Auto
Support]チェック
ボックス

<IPアドレス>

自動サポートを有効にするには、ネットワーク上で SMTPメールサーバ
を設定する必要があります。すべてのストレージコントローラ VMの IP
アドレスから送信された電子メールを処理するために使用します。

未認証の SMTPのみが ASUPのサポート対象となります。（注）

メールサーバ

<username@domain.com>

自動サポート通知の送信に使用する電子メールアドレス。

メール送信者

自動サポート通知を受信する電子メールアドレスまたは電子メールエイ

リアスのリスト。

ASUP受信者

インストールの前提条件
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自動サポートを有効にすることを強くお勧めします。それにより、ノードのドライブ障害な

ど、将来のハードウェアの問題を診断するのに役立つハードウェアカウンタ履歴が提供されま

す。

（注）

シングルサインオンの要件
SSO URLは、vCenterから提供されます。この URLにコントローラ VMから直接到達できな
い場合は、[Installer Advanced Settings]を使用して場所を明示的に設定します。

シングルサインオン（SSO）

SSOURLは、vCenterの [vCenter Server] > [Manage] > [Advanced
Settings]にある config.vpxd.sso.sts.uriキーで確認できます。

SSOサーバ URL

インストールの前提条件
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